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　　 これまでのあゆみ

　島根県テニス協会は昭和38年３月25日に前身の島根県
庭球協会が結成されて以来、60年間歩みを続けて今日
に至っている。この間、昭和57年のくにびき国体、平成
４年のスポレク祭、平成７年のねんりんピック、令和元
年のろうあ者体育大会と、全国規模の大会を開催してき
た。またその実績を生かし、平成28年に島根県で開催
された全国高等学校総合体育大会の際にも大会の成功
に一役を担った。
　さらに、日本テニス協会、中国テニス協会はもとより、
各市町村の地域協会のご支援をいただきながら各種大
会の開催、ジュニア選手の育成、強化に努めてきた。
　特に、令和２年以降のコロナ禍にあっても、独自の感
染防止ガイドラインを設けるなどして大会を運営した。今
回のような突発的な危機は今後も起こり得ることであり、
常に備えが必要との教訓にもなった。

　　 現在の状況

　現在、本県出身のプロ選手として、錦織圭選手と細木
咲良選手が世界の舞台で戦っている。特に錦織選手は、
世界のトップ10プレーヤーとして長く活躍するなど、日本
人選手として異次元の活躍を見せてくれており、平成26
年の全米オープンの決勝に進んだ際は、くにびきメッセ
にてパブリックビューイングを開催、県内から900人の方
が応援に駆けつけ、最高の盛り上がりを見せてくれた。
　細木選手も４大大会の本選出場と勝利を目指して転戦
する中で、毎年国体に本県代表として出場してチームを牽
引してくれている。さらに車いすテニスでは、三木拓也選
手がパラリンピックでのメダルを期待される存在となって
いる。こうした選手の活躍はテニス関係者のみならず、
県民に勇気と希望を与えるものであり、強化育成の道筋
が点から線に繋がったことを現すことにほかならない。
それは同じく世界を目指すジュニアの選手たちにとって大
きな目標であり、自信となるものである。
　また、日本テニス協会公認大会として、県協会が主管
している玉造山陰ベテラン大会は、令和5年で11回目を

迎え、全国から450人を超えるベテラン選手たちが来県
し、１週間にわたり熱い戦いを繰り広げている。こうし
た大会運営は、ボランティア精神で大会運営に携わって
くださる協会員の協力なしにはできないことであり、選
手や応援の方々から好評をいただいている。
　さらに、普及事業として小学校や保育所、幼稚園など
を訪問して、子どもたちとミニテニス活動を実施して、テ
ニスの楽しさを伝えている。他にも「地域で取り組む生
涯スポーツ推進事業」として島根県より委託された事業
を実施しており、特別支援学級や障がいのある人のグルー
プホームなどを訪問し、テニスを楽しむことで自立を支援
している。この活動は
松江市からも評価を受
け、令和２年に「松江
市障がいのある人もな
い人も共に住みよいま
ちづくり条例に基づく
松江市長表彰」を授与
された。

　　 これから

　高齢化や少子化の影響で、協会登録者、大会参加者
は減少傾向にある。しかしながら、老若男女誰でも手軽
に楽しめるテニスという素晴らしいスポーツの普及、選手
の育成、大会運営、環境整備にこれからも努めていく必
要がある。
　また、新たな課題として、スポーツ団体にもガバナンス
コードの順守が求められている。県協会では、理事会に
併せて弁護士を講師に迎えてのコンプライアンス研修会
を開催するなど、周囲から信頼される組織となることを
目指して取り組んでいる。
　2030年には「島根かみあり国スポ」が開催される。県
協会も競技運営、選手強化に向けて準備を整えていく。
これからもテニスを愛する協会員が協力して、先人から
受け継いだバトンを後世に引き継いでいきたいと願ってい
る。

令和２年松江市長表彰状

島根県テニス協会

平成28年　松岡修造氏を迎えてのテニスパーク平成26年　全米OP決勝パブリックビューイング

　　 これまでのあゆみ

島根県へ導入と協会設立
　昭和38年４月に青山善平氏に会長就任を要請し、島根
県ハンドボール協会が設立された。同年４月から８月に
かけ、男子が松江工高、出雲農高、女子では松江市女、
島根農大附属松江農高でハンドボール部が誕生した。昭
和39年から島根県高校総体に出場した。その間、創部
や廃部などがあり、現在は男子７チーム、女子４チームで
ある。また、くにびき国体に向けて初めて成年男女の
チームも活動を行ってきた。朝酌クラブ、松江クラブ、飯
南クラブ、江津クラブ等が活動を始めた。
　本番のくにびき国体では総合成績３位となり、強化の
成果が表れた。成年男子３位。成年女子は健闘したが入
賞を逃した。少年男子４位、少年女子３位。平成30年に
は全国高校選抜中国予選会で、江津高校男子が島根県
勢として初めて決勝戦まで勝ち上がった。平成15年には
島根県で初の小学生クラブチーム（HC）江津が江津高
校OBOGの尽力により設立された。その後も中学生クラ
ブチーム（HC）江津も設立された。ジュニアの育成強化
が本格的に活動できるようになり、全国小学生大会や、
全国中学生大会に参加し成果を上げている。

　　 現在の状況

成 年 の 部： 勤務の関係等で、週１回程度の活動しか開
催できていない。練習環境や参加しやすい
体制を構築する必要がある。

高 校 の 部： 男子７チーム、女子４チームでの各種大会

を実施しているが、ほとんどの学校が高校
生から初めてハンドボールを経験している
現状である。上位大会では経験不足が否
めない現状である。

中学生の部： 島根県の中学校には部活動としてのハンド
ボール部は設置されていないこともあり、
県大会が開催されにくい現状である。

小学生の部： 現在（HC）江津の高学年、低学年の活動
のみであり、練習試合等は県外へ出向く必
要があり、経済的な負担が大きい。

指　導　者： 高校の部活動については、ハンドボール競
技の未経験の先生が多いため、外部指導者
や地域指導者の力を借りて指導・運営にあ
たっている。また、少子化により学校の統
廃合や部員不足が大いに懸念される。

　　 これから

　2030年島根かみあり国スポに向けては、松江市・米
子市が会場ということもあり、松江地区等でのジュニア
活動を早急に行い、普及強化が必要である。また、指導
者の適正配置や国スポ推進教員が活動しやすい環境整
備が急務である。今後は更に少子化が進み、活動人口の
減少が多いに危惧される。将来に向けて、地域挙げての
活動体制を早急に構築して、選手・指導者が活動しやす
い環境作りを行う必要がある。
　そのために島根かみあり国スポが絶好の機会である。
島根県ハンドボール協会としても、さまざまな課題解決
に向けて全力を尽くしていきたい。

島根県ハンドボール協会

平成26年　女子中国交流大会出場のHC江津ジュニア平成20年　HC江津ジュニアが中国交流大会に初出場




